
ダルクの活動と
立ち直り支援における地域の連携

特定非営利活動法人
岐阜ダルク
遠山香

資料４



２００４年 岐阜ダルク設立

２００８年 NPO法人設立

２０１９年 障害福祉サービス事業

生活訓練開始

２０２３年 障害福祉サービス事業

就労継続支援B型設立
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いぞん依存症の種類

２０名の利用者のうち
男性１２名 女性８名

・覚せい剤 ７名 ２名
・アルコール ２名 ２名
・精神安定剤・睡眠薬 １名 ２名
・その他の依存

危険ドラッグ １名
ガス １名
市販薬
ギャンブル １名 １名
摂食障害
窃盗
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施設の運営 障害福祉サービス ・生活訓練（自立訓練）
・就労継続支援B型
・入寮
・通所

男性ハウス・アンダンテ（岐阜市） 男性ハウス・オラシオン（岐阜市） 生活訓練・ステップハウス（岐阜市）

女性ハウス・ハンナ（岐阜市） 就労継続支援B型・そらまめ（各務原市）女性ハウス・ノア（各務原市）
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アウトリーチ
・

・薬物乱用防止
・薬物依存離脱指導
・集団プログラム

２００５年～
刑務所にて薬物離脱指導 小・中・高・大 学校講演 ４



広報活動
・ホームページ（httpｓ：//gifudarc.com)
（インスタグラム・ユーチューブなど）

・ニュースレター・冊子作製・配布
・地域での活動紹介
・フォーラム開催
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●薬物電話相談

第１～土曜日 １０：００～１２：００ １３：００～１５：００

第２水曜日

●来所相談随時

相談支援

家族支援

●岐阜ダルク家族会 STEPS

岐阜少年鑑別所相談室
第２・第４日曜日
午後１４：００～１６：００
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岐阜ダルクのプログラム内容

・ミーティング（グループセラピー）
・運動プログラム
・自助グループへの参加（AA・NA・GA・OA等）

基本のプログラム
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ミーティングプログラム

過去どうで今どうか、そしてこれからどうなりたいのかを正直に 話してい

きます。仲間の話を聞くことで、共感し自分の問題に気付き、認める。

運動プログラム

薬物でボロボロになった身体を運動することで、健康な身体へと回復さ

せていきます。健康な精神は健康な体からというように運動に取り組むこ

とで健康な精神も取り戻していきます。睡眠薬がないと眠れなかった仲間

も日中、体を動かすことで薬がなくてもよく眠れるようになります。

自助グループ（ 12ステッププログラム）

がんや糖尿病を患った人が病気を治す為に治療を続けていくように、薬

物依存という病気も治療を続けていくことが必要です。ミーティングに繋が

り続けることがその治療方法のひとつです。自助グループに繋がり続ける

習慣を身につけるため、ダルクでは、毎日自助グループのミーティングに

参加をしています。
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料理プログラム
毎週１回、管理栄養士の先生により、調
理や盛り付けなど、健康的でおいしく食
べられる調理を指導していただく
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ヨーガプログラム 月２回

心と身体と能力を向上させる効果が目的
マインドフルネスの「心を今この瞬間に引き戻す訓練」によっ
て、ストレス源への注意を断ち切る力が向上し、また自分と
相手の気持ちを感じ取る力が向上する
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陶芸プログラム
毎月１回指導を受け製作し、バザーや
フリーマーケットで販売します。

指先を使って粘土をこねる陶芸は、創造
力・集中力を高めながらリラクゼーション
効果が得られます。
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演劇

・オリジナルのシナリオによる演劇

・演出、演技指導をしていただき

フォーラム、社明運動大会など

６公演

・新しい啓発手段
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合唱
自己中心的に生きてきた仲間たちが、心をひ
とつにして歌うことを練習します。合唱を通し
て協調性を身につけます。
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レクリエーション

バーベキュー

スノーボード

紙すき体験

海水浴

毎週少しづつお金を貯めて、係を決めて話し合い、
季節に合わせたレクリエーションを楽しみます。
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農作業

風のとおりみち

無農薬の野菜作り

自然の本来持っている作物を育てる力
に委ね、その土地に合った自然との共生
を図ります。
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チャレンジ

登山フルマラソン完走！

スピーカー
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就労プログラム

パソコンや販売など就労の練習
になる機会を作ります。

１年～３年のリハビリが経過した後、
今までやったことがない仕事に就
くことを提案し、仕事探し、履歴書
の書き方、面接の練習などを行
い自信をつけます。

販売
１７

ようやく納税者に！



自然農法による野菜
を使った弁当作り
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行政・福祉関係
●精神保健福祉センター
自殺予防啓発・フォーラム
依存症地域支援連携会議
家族会

●薬務水道課
薬物相談窓口

●社会福祉協議会
歳末助け合い助成金
●障害福祉課
障害福祉サービス関連

●生活福祉課
生活保護

●地域福祉課
再犯防止推進計画策定委員会

岐阜ダルク

民間
●教会
活動紹介

●ボランティアの方々
●障害福祉サービス事業所

関係機関との連携

医療関係
●各務原病院
定期受診
ダルクメッセージ
面会

●天外メンタルクリニック
個別通院

司法関係
●岐阜保護観察所
自立準備ホーム
薬物プログラム

●笠松刑務所
薬物依存離脱指導

●岐阜刑務所
釈放前教育

●保護司
研修会

●警察・弁護士
入口支援・相談支援

●岐阜少年鑑別所
家族会

●自助グループ
１２ステップ
スポンサーシップ

教育関係
●小・中・高・大 学校

薬物乱用防止講演
●岐阜市生涯学習センター
中高生ボランティア受け入れ
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町づくり
●協働センター

市民活動支援事業
●ぎふNPOセンター
社会的居場所づくり支援事業



知らないことで噂やイメージを持ってしまうこ
とを減らすために協働の機会を持ち、スティグ
マを減らす

連携を行う上で大切なこと
それぞれの機関が出来ることが何なのかを知る

出来ることを継続していくことと、機会を共有
することでつながりを強めていく（お互いの顔
が見える関係）

地域で暮らす多くの人たちとの連携によ
り利用者の全人格的な回復を支援

２０



依存症という病気

●依存症という病気の理解
本人・家族・雇用主・生活保護ケースワーカーなど・・・

●回復の過程において再使用してしまうことが少なくないが、回
復のひとつの過程ととらえて支援を継続すること

●ひとりの力で断薬を継続するのは難しい。仲間が必要。
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